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戦
国
期
の
北
庄
橋

1専

泉

義

は
じ
め
に

中
世
越
前
国
を
貫
く
北
陸
道
に
沿
っ
て
は
、
旅
行

者
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
様
々
な
交
通
施
設
が
設
置

き
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
施
設
の
一
部
に
関
し
て
、

筆
者
は
か
つ
て
「
中
世
越
前
回
に
お
け
る
北
陸
道
円
)

で
組
略
な
検
討
を
加
え
た
が
、
そ
の
後
、
足
羽
川
を

渡
河
す
る
北
庄
橋
の
史
料
を
い
く
つ
か
新
た
に
得
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て

紹
介
し
て
分
析
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
記

述
の
都
合
に
よ
り
、
旧
稿
と
一
部
重
複
す
る
点
が
あ

35 

る

泉

「
戦
園
期
の
北
庄
橋
」

北
庄
橋
と
は
、
北
陸
道
が
足
羽
川
を
越
え
る
地
点

に
架
設
さ
れ
た
橋
で
、
近
世
の
地
誌
室
田
『
越
前
回
名

っ

く

も

ぱ

し

よ

ね

ば

し

蹟
考
』
に
よ
る
と
「
九
十
九
橋
」
・
寸
米
橋
」
な
ど
と

称
さ
れ
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
長
き
に
因
ん
だ
呼
称

の
よ
う
で
あ
る
。
同
書
に
は
、

長
八
十
八
問
。
内
四
十
七
間
板
、
四
十
一
間
石
。

岸
一
丈
二
尺
、
水
五
尺
「
2
)

と
見
え
て
、
全
長
八
八
開
の
う
ち
四
七
聞
は
木
材
に

よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
残
り
四
一
間
は
石

材
で
築
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
北
半
分
(
つ

ま
り
右
岸
寄
り
)
が
木
材
、
南
半
分
(
左
岸
寄
り
)

が
石
材
で
あ
っ
た
。
ま
た
幅
は
三
間
半
(
高
欄
を
除

い
た
内
の
り
は
二
間
半
)
で
あ
っ
た
。
か
か
る
様
式

の
橋
は
き
わ
め
て
珍
し
か
っ
た
よ
う
で
、
第
一
図
に

掲
げ
た
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
「
諸
国
名
橋
奇
監
L

に

も
、
そ
の
一
枚
と
し
て
「
ゑ
ち
ぜ
ん
ふ
く
ゐ
の
橋
」

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
は
足
羽
川
の
南
岸
か

ら
北
東
の
方
角
を
眺
め
て
措
か
れ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
北
斎
は
足
羽
山
か
ら
こ
れ
を
写
生
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
第
二
図
(
ぬ
こ
の
橋
の
明
治
四

O
年
頃
の

写
真
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
南
岸
か
ら
北
東
の
方
角
に
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明治40年頃の北庄橋(九十九橋)..・H ・南岸から北に向かつて撮影

向
け
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
越
前
国
名
蹟

考
』
で
は
、
こ
の
半
木
・
半
石
に
よ
る
架
設
工
事
は

柴
田
勝
家
の
命
に
よ
る
も
の
と
語
ら
れ
て
お
り
、
確

証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
一
応
考
慮
す
べ
き
説
と

し
て
上
げ
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
同
書
が
、
こ
の
橋

を
最
初
に
架
設
し
た
の
は
勝
家
だ
と
述
べ
る
部
分
は

妥
当
で
な
く
、
戦
国
期
に
は
す
で
に
こ
の
橋
は
存
在

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
橋
の
戦
国
期
に
お
け
る
呼
称
は
、
後
掲
の
史

き
た
の
し
よ
う

料
に
見
え
る
よ
う
に
、
足
羽
川
の
北
岸
に
あ
る
北
庄

に
因
ん
で
「
北
庄
橋
」
・
寸
北
庄
大
橋
し
と
称
さ
れ
た

き
だ
の
し
よ
う

り
、
南
岸
の
木
田
庄
に
因
ん
で
「
き
多
橋
」
と
称
さ

れ
た
り
し
た
。
以
下
で
は
便
宜
上
、
北
庄
橋
の
表
記

に
統
一
し
て
お
き
た
い
。

第 2図

一一

北
庄
橋
が
架
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
史
料
と

じ
て
最
古
の
も
の
は
、
延
徳
三
年
二
四
九
ご
に

記
さ
れ
た
冷
泉
為
広
の
筆
に
よ
る
越
後
下
向
日
記
の

次
の
一
節
で
あ
ろ
う
。

キ
、
伊
ノ
宮
、
花

里

y
、
キ

石

パ

百

八

問

ノ

橋

ア

リ

北
ノ
庄
監
)

右
の
記
事
に
よ
る
と
、
木
田
庄
か
ら
石
場
に
か
け

て
は
家
並
が
続
き
、
そ
の
次
に
一

O
八
聞
の
長
さ
の

橋
(
本
稿
に
い
う
北
庄
橋
)
が
あ
り
、
そ
れ
を
越
え

れ
ば
北
ノ
庄
に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
長
さ
が
一

O
八
聞
と
い
う
の
は
、
近
世
の
橋
長
の
数
値
と
は
相

違
し
て
い
る
が
、
橋
梁
架
設
や
護
岸
工
事
な
ど
の
技

術
水
準
の
差
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
冷

泉
為
広
が
越
前
を
通
過
し
た
の
は
延
徳
三
年
三
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
既
に
そ
の
時
点
で
は
明
ら
か

に
北
庄
橋
は
架
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

次
い
で
北
庄
橋
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
礼
銭
(
役
銭
)
請
取
状
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

つ
い
て
も
先
稿
で
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た

請
取
申
北
庄
大
橋
礼
銭
事

合
弐
百
文
者
但
天
文
十
年
分

右
、
所
請
取
如
件
。

天
文
十
二
年
正
月
十
五
日

江
守
(
花
押
)

室
田
(
花
押
)

甑
谷
町

請
取
申
御
役
所
へ
礼
銭
事
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合
弐
百
文
者

右
、
為
天
文
拾
弐
年
分
、

天
文
十
五一
一
月
十
五
日

滝
谷
毛
)

所
請
取
申
如
件
。

宇
野
(
花
押
)
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前
者
の
史
料
は
、
滝
谷
寺
が
天
文
十
二
年
(
一
五

四
三
)
に
納
め
た
北
庄
橋
の
礼
銭
の
請
取
状
で
、
納

め
ら
れ
た
の
は
前
々
年
の
天
文
十
年
(
一
五
四
二

の
分
で
あ
る
。
発
給
者
の
江
{
寸
・
室
田
両
氏
は
、
朝

倉
氏
の
代
官
と
し
て
北
庄
橋
の
管
理
と
橋
賃
(
通
過

料
)
徴
収
に
当
た
っ
て
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
本
来

こ
こ
を
通
過
す
る
者
は
す
べ
て
橋
賃
を
支
払
わ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
滝
川
人
口
寺
は
そ
の
都
度

の
支
払
い
を
免
除
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
代
わ
り
に
右
の
ご
と
く
一
括
し
て
礼
銭

(
後
掲
す
る
天
正
期
の
史
料
で
は
役
銭
と
表
記
さ
れ

る
)
を
納
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
礼
銭
の
額
に

つ
い
て
は
一
年
に
二

O
O
文
と
定
額
化
さ
れ
て
い
た

よ
、
つ
で
あ
る
。

次
い
で
後
者
の
史
料
も
、
前
者
と
同
様
に
天
文
十

五
年
(
一
五
四
六
)
の
北
庄
橋
の
札
銭
請
取
状
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
納
め
ら
れ
て
い
る
の
は
三
年
前
の
天

文
十
二
年
分
ご
五
四
一
二
)
で
あ
っ
て
、
納
入
時
期

泉

「
戦
国
期
の
北
庄
橋
」

の
か
な
り
遅
れ
て
い
る
点
が
気
に
掛
か
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
は
経
済
的
に
逼
迫
す
る
事
態
が
滝

谷
寺
に
生
じ
て
い
た
た
め
の
遅
延
で
あ
ろ
う
。

一一一

さ
て
そ
れ
か
ら
約
二

O
年
後
の
永
禄
十
一
年
(
一

五
六
八
)
に
な
っ
て
、
こ
の
北
庄
橋
に
大
規
模
な
修

理
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

就
北
庄
橋
修
理
之
儀
、
神
明
森
可
打
木
印
由
、
本

保
新
右
衛
門
尉
・
立
田
新
介
依
申
、
主
ハ
方
訴
訟
之

通
、
吉
道
披
露
之
処
、
神
明
大
社
付
而
、
彼
森
之

木
、
前
々
所
々
木
印
被
相
除
段
、
無
別
儀
之
条
、

(
#
歯
升
付
)

今
以
不
可
有
相
違
之
旨
御
意
候
。
弁
当
庄
内
蕃

置
木
、
神
明
之
拝
殿
大
破
由
候
。
此
度
之
儀
者
、

為
御
捧
加
被
為
付
候
条
、
修
理
可
相
調
旨
被
仰

出
候
。
此
等
之
趣
、
本
保
・
立
田
江
申
届
候
。
謹

永
禄
拾
壱十
一
月
五
日

山
本
庄
内
水
落
神
明
之

E

神
主
四
郎
左
衛
門
尉
殿

吉翁吉荷景前
i欝統金当理

(
花
押
)

(
花
押
)

(
花
押
)

右
の
朝
倉
氏
奉
行
人
連
署
書
状
に
よ
る
と
、
北
庄

橋
の
修
理
に
必
要
な
用
木
を
確
保
す
る
た
め
に
本
保

新
右
衛
門
尉
・
立
田
新
介
の
両
人
が
、
神
明
神
社
境

内
の
森
で
伐
採
す
べ
き
立
木
に
木
印
を
打
ち
た
い
と

申
し
入
れ
た
が
、
神
明
神
社
は
先
例
が
な
い
の
で
除

外
し
て
ほ
し
い
旨
を
朝
倉
義
景
に
訴
え
、
義
景
は
そ

の
除
外
を
容
認
し
た
。
ま
た
山
本
庄
内
に
集
積
さ
れ

た
木
が
崩
れ
て
神
明
神
社
の
拝
殿
が
大
破
す
る
事
態

と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
拝
殿
修
理
の
経
費
は
義
景

が
奉
加
す
る
の
で
、
直
ち
に
修
理
を
行
う
よ
う
に
と

の
仰
せ
で
あ
る
。
な
お
以
上
の
趣
旨
は
本
保
・
立
田

両
氏
に
も
伝
達
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
で
語
ら
れ
る
北
庄
橋
の
修
理
実
施
の
契

機
は
、
洪
水
に
よ
る
崩
壊
や
老
朽
化
に
対
応
し
た
補

修
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、
朝
倉
氏
が

領
国
全
体
に
わ
た
っ
て
命
じ
た
交
通
施
設
の
全
面
的

な
改
修
事
業
の
一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
一
言
う
の
は
、
こ
れ
よ
り
五

年
前
の
永
禄
六
年
(
一
五
六
二
一
)
に
、
府
中
i
今
泉

聞
の
い
わ
ゆ
る
西
街
道
を
普
請
す
べ
し
と
の
次
の
よ

う
な
指
示
が
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
と
の
関
連
が
強

い
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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の
り
め
ん

当
所
堂
社
少
破
、
井
海
道
壱
間
半
間
内
、
道
壱
問
、
半
と
し
、
両
端
の
法
面
(
傾
斜
面
の
こ
と
)
を
除
い
の
普
請
が
計
画
さ
れ
て
、
翌
十
三
年
こ
五
一
六
)

て

ん

ば

定
尺
渡
之
候
条
、
修
理
普
請
、
来
廿
五
日
以
前
可
た
道
路
部
分
(
い
わ
ゆ
る
天
端
)
は
必
ず
一
聞
を
確
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大
永
元
年
(
一
五
二
ご

被
相
調
。
於
延
引
者
過
怠
可
被
仰
付
之
由
候
。
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
測
量
の
た
め
に
規
定
に
は
「
浅
水
之
金
橋
」
架
設
の
た
め
の
出
銭
が
、
水

け
ん
ざ
お

至
出
来
者
、
三
人
有
之
所
へ
可
有
注
進
候
。
の
自
の
「
定
尺
」
(
い
わ
ゆ
る
間
竿
で
あ
ろ
う
)
を
渡
す
と
落
の
町
衆
や
神
明
神
社
の
祝
屋
敷
な
ど
に
賦
課
さ
れ

{
対
口
古
川
サ
}

回
畠
道
へ
奉
土
之
事
、
向
後
堅
可
停
止
旨
口
被
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
て
い
た
の
で
あ
る
。

ト
カ
)

仰

出

候

。

恐

々

謹

言

。

田

畠

の

土

を

道

の

「

奉

土

L

(

盛
土
の
こ
と
)
に
取
る
先
に
引
用
し
た
永
禄
期
の
二
点
の
史
料
は
、
永
正

永

禄

六

こ

と

も

厳

禁

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

i
大
永
年
聞
の
街
道
整
備
と
同
様
の
事
業
が
、
朝
倉

十
月
十
二
日

永
禄
六
年
か
ら
の
西
街
道
整
備
が
こ
の
よ
う
に
厳
義
景
に
よ
っ
て
永
禄
年
間
に
再
び
計
画
さ
れ
実
施
さ

重
に
実
施
さ
れ
、
や
が
て
完
成
に
至
っ
た
な
ら
ば
、
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

事
業
は
さ
ら
に
そ
の
先
の
区
間
、
つ
ま
り
府
中
以
北
し
て
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
全
国
統
一
の
機

に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
運
に
対
応
し
た
越
前
支
配
体
制
の
整
備
に
あ
っ
た
と

永
禄
十
一
年
に
は
、
先
に
引
用
し
た
史
料
の
ご
と
く
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

に
北
庄
橋
の
修
理
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
橋
管
理
の
代
官
で
あ
る
本
保
・

立
田
両
氏
は
、
そ
の
た
め
に
直
ち
に
用
材
の
確
保
に

奔
走
し
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
神
明
神
社
の
森
に
つ

い
て
は
除
外
す
る
こ
と
が
朝
倉
義
景
に
認
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
朝
倉
氏
に
よ
る
領
国
内
の
街
道
整
備

事
業
は
、
す
で
に
永
正
j
大
永
年
間
に
一
度
実
施
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
的
。
す
な
わ
ち
永
正
七
年
(
一
五

一
O
)
か
ら
敦
賀
郡
で
「
庄
之
橋
し
の
架
設
工
事
に

着
手
し
、
永
正
十
二
年
(
一
五
一
五
)
に
は
西
街
道
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藤
田
八
郎
左
衛
門
尉

吉
連
(
花
押
)

石
黒
弥
左
衛
門
尉

吉
富
(
花
押
)

斎
藤
左
京
進
景
将
(
花
押
)

今
泉
浦
寺
庵
中

給
人
中百
姓

h)

こ
の
藤
田
吉
連
等
が
連
署
し
た
書
状
に
よ
れ
ば
、

今
泉
の
堂
社
破
損
の
修
繕
と
「
海
道
」
の
整
備
と
が

同
時
に
指
示
さ
れ
て
お
り
、
二
十
五
日
ま
で
に
完
了

し
な
け
れ
ば
処
罰
が
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
厳
命

さ
れ
て
い
る
。
宛
先
に
見
え
る
寺
庵
・
給
人
が
主
に

そ
の
経
費
を
負
担
し
、
百
姓
中
は
現
場
で
の
作
業
に

従
事
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
道
幅
に

関
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
道
幅
は
全
体
と
し
て
一
間

四

天
正
元
年
(
一
五
七
一
二
)
に
な
っ
て
朝
倉
義
景
は

織
田
信
長
軍
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
越
前
は
信
長
の

命
を
受
け
た
桂
団
長
俊
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。
彼
は
も
と
は
前
波
吉
継
と
称
す
る
朝
倉
氏
被
官

人
で
あ
っ
た
が
、
一
万
亀
三
年
二
五
七
二
)
に
織
田

信
長
軍
に
寝
返
っ
た
も
の
で
、
そ
の
功
績
に
よ
り
姓

名
を
改
め
、
越
前
守
護
代
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
支

配
の
任
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
桂
田
長
俊
の

支
配
す
る
段
階
に
な
っ
て
も
、
幸
い
に
北
庄
橋
は
無
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す
る
時
点
で
信
長
に
帰
属
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
北
庄
橋
の
再
建
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
立
田
氏
は
、
か
つ
て
の
橋
管
理
の
代
官
た
る

地
位
ま
で
安
堵
(
ま
た
は
同
族
が
再
任
命
)
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
信
長
の
行
っ
た
越
前
支
配
は

か
な
り
緩
や
か
な
様
相
を
示
し
て
い
た
と
三
守
つ
べ
き

で
あ
ろ
、
7
0

し
か
し
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
越
前
で
は
一
向
一

撲
が
蜂
起
し
、
信
長
の
支
配
領
域
か
ら
は
し
ば
ら
く

前
節
で
引
用
し
た
天
文
期
の
礼
銭
請
取
状
と
全
く
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
再
び
信
長
軍

同
内
容
の
も
の
で
あ
っ
て
、
橋
を
管
理
し
た
林
・
立
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
る
の
は
天
正
三
年
二
五
七
五
)

田
両
氏
は
、
天
正
元
年
二
五
七
三
)
十
二
月
晦
日
八
月
の
こ
と
で
、
『
信
長
公
記
吋
)
に
よ
る
と
、
信
長
は

に
滝
谷
寺
か
ら
役
銭
二

O
O文
を
受
け
取
っ
て
い
る
新
た
な
越
前
支
配
を
次
の
よ
う
に
命
じ
た
と
い
う
。

の
で
あ
る
。
こ
の
請
取
状
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
す
な
わ
ち
、
ま
ず
北
庄
に
柴
田
勝
家
を
置
い
て
八
郡

ら
、
織
田
信
長
軍
が
越
前
を
支
配
下
に
お
い
た
天
正
を
管
轄
き
せ
、
府
中
に
は
前
田
利
家
・
佐
々
成
政
・

元
年
八
月
以
降
の
段
階
に
な
っ
て
も
、
北
庄
橋
で
は
不
破
光
治
の
い
わ
ゆ
る
府
中
三
人
衆
を
置
い
て
二
郡

相
変
わ
ら
ず
橋
賃
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
を
支
配
さ
せ
、
大
野
郡
は
三
分
二
を
金
森
長
近
に
、

ら
れ
る
。
滝
川
人
口
寺
は
こ
の
橋
賃
の
そ
の
都
度
の
支
払
三
分
の
一
は
原
政
茂
に
支
配
さ
せ
、
敦
賀
郡
は
武
藤

い
を
免
除
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
こ
の
よ
う
に
役
銭
(
ま
舜
秀
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。

た
は
礼
銭
)
と
称
し
て
年
に
二

O
O文
を
一
括
し
て
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
一
連
の
混
乱
の
中
で
、

支
払
っ
た
の
で
あ
る
。
受
領
者
の
う
ち
の
立
田
氏
は
、
北
庄
橋
は
崩
落
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
信
長
軍
な

前
掲
し
た
永
禄
十
一
年
の
史
料
の
立
回
新
介
と
同
一
ど
の
軍
勢
の
進
撃
を
阻
止
す
る
た
め
、
一
撲
勢
な
ど

人
物
か
、
さ
も
な
く
て
も
同
族
で
あ
る
か
ら
、
林
・
が
破
壊
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
天
正
三

立
田
両
氏
は
桂
田
長
俊
と
同
様
に
、
朝
倉
氏
が
滅
亡
年
に
新
体
制
が
成
立
す
る
と
、
柴
田
勝
家
は
直
ち
に

事
に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
、
次
の
よ
う
な
役
銭
請
取

状
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

納
北
庄
橋
御
役
銭
之
事

合
弐
百
文
者
た
き
谷
寺
弁

右
、
所
請
取
如
件
。

天
正
元
十
二
月
晦
日

林
(
花
押
)

立
田
(
花
岡
)
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泉

「
戦
国
期
の
北
庄
橋
」

廿
壱
人
在
之
石
屋
内
、
十
人
ハ
き
多
橋
ヲ
火
急
ニ

可
切
之
。
残
十
一
人
ハ
、
大
石
引
所
へ
可
遣
旨
、

御
設
候
。
但
き
多
橋
出
来
候
問
、
私
仕
事
於
在
之

者
、
可
被
加
成
敗
之
旨
、
被
仰
出
候
条
、
廿
一
人

之
者
共
竪
可
申
付
者
也
。

五
月
廿
三
日

徳
庵

等
口
(
花
押
)

関
下
斎円

U
(花
押
)

石

屋

大

工

(

日

)

彦
三
良

こ
の
史
料
は
柴
田
勝
家
被
官
の
両
人
が
、
石
場
に

居
住
し
た
石
屋
大
工
(
石
切
職
人
の
責
任
者
)
の
彦

三
良
に
宛
て
て
発
し
た
も
の
で
、
二
一
人
の
石
屋
の

う
ち
一

O
人
は
「
き
多
橋
L

架
設
の
石
材
を
切
り
出

し
、
残
り
一
一
人
は
「
大
石
引
所
」
に
赴
い
て
普
請

に
参
加
す
る
よ
う
に
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
き
多

橋
L

完
成
以
前
に
は
「
私
仕
事
し
に
従
事
し
て
は
な

ら
な
い
と
厳
命
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
き
多
橋
し
に

は
木
田
橋
の
文
字
が
当
た
る
と
思
わ
れ
、
橋
の
南
岸

の
木
田
庄
に
因
ん
で
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
書

の
発
せ
ら
れ
た
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
、
天
正
四
年

(
一
五
七
六
)
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
よ
う
に
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思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
文
言
中
に
「
大
石
引
所
」

と
見
え
る
の
は
北
庄
城
建
設
の
た
め
の
石
垣
工
事
と

考
え
ら
的
、
当
然
こ
の
城
普
請
は
勝
家
が
入
部
し
て

直
ち
に
命
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
天
正
三
年
九

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
こ
れ
に
加
え
て
、
い
ま
初
め
て
北
庄
橋

の
架
設
工
事
が
右
の
奉
行
人
連
署
状
で
指
示
さ
れ
、

石
屋
大
工
の
人
数
を
割
い
て
一

O
人
に
橋
の
石
材
を

切
り
出
す
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
初
め
て
北
庄
橋
の
架
設
工
事

が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
天
正
四
年
五

月
か
ら
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で

ムある。と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
近
世
の
地
誌
書
『
越
前
国
名

蹟
考
』
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
異
本
の
一
つ
山
崎
本

に
は
次
の
よ
う
な
朱
筆
の
追
記
が
あ
る
と
い
う
。

天
正
六
寅
年
、
北
庄
大
橋
カ
冶
ル
。
柴
田
侯
。
慶
長

五
子
年
三
月
十
五
日
、
大
橋
出
来
、
渡
り
初
。
青
木

紀
伊
守
。
此
事
駒
屋
善
左
衛
門
ニ
書
付
有
リ
官
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
柴
田
勝
家
が
命
じ
た
北
庄
大
橋

の
架
設
工
事
は
天
正
六
年
二
五
七
八
)
に
完
成
し

た
と
一
言
う
の
で
あ
る
。
先
に
推
測
し
た
ご
と
く
、
北

庄
橋
の
架
設
工
事
は
天
正
四
年
五
月
に
石
屋
大
工
に

命
じ
て
着
手
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
し
て
こ
の

追
記
の
述
べ
る
よ
う
に
二
年
後
の
天
正
六
年
に
完
成

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
年
次
の
上
で
は
不
都
合
な
点

は
ま
っ
た
く
な
い
。
信
頼
度
に
多
少
の
問
題
も
残
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
唯
一
の
工
事
日
程
に
つ
い
て
の
史

料
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
な
お
右
の
記
事
で

は
そ
の
後
、
青
木
紀
伊
守
秀
以
の
命
に
よ
っ
て
北
庄

橋
の
架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、
慶
長
五

年
三
月
十
五
日
に
竣
工
し
て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
た

と
見
え
て
い
る
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
勝
家
は
な
ぜ
木
材
・
石
材
を
混
合
し

て
北
庄
橋
を
架
設
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う

よ
り
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
工
事
が
可
能
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
、
7
か。

先
に
掲
げ
た
第
二
図
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、

橋
脚
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
は
、
木
材
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
太
さ
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
加

工
が
容
易
で
、
し
か
も
強
度
も
充
分
な
石
材
が
豊
富

に
得
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
が
石
材
使
用
の
第
一
の
要

件
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
足
羽
山

し
ゃ
く
だ
に
い
し

の
周
辺
と
く
に
石
場
か
ら
産
出
さ
れ
る
勿
谷
石
(
緑

色
凝
灰
岩
)
で
あ
っ
た
。

も
う
一
点
指
摘
す
べ
き
は
、
橋
脚
の
下
の
地
盤
の

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
も
第
二
図
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
足
羽
川
の
河
流
は
河
川
敷
の
北
半
分

を
流
れ
て
い
て
、
南
半
分
は
土
砂
の
堆
積
し
た
河
原

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
石
材
使
用
は
河
原
部
分
に

限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
土
砂
が
す
で

に
戦
国
期
に
堆
積
し
て
い
て
、
河
川
敷
の
南
半
分
が

河
原
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
勝
家
の
命
じ

た
石
材
使
用
の
橋
架
設
工
事
は
、
な
ん
ら
河
流
の
妨

げ
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
河
流
の
あ
る
北
半
分
に
つ
い
て
は
、
従
来
か

ら
技
術
的
経
験
を
積
ん
で
い
る
木
材
が
使
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
北
庄
橋
に
石
材
を
使

用
し
て
架
設
す
る
要
件
の
第
二
と
し
て
、
そ
の
地
盤

と
な
る
南
半
分
の
河
川
敷
に
は
土
砂
が
堆
積
し
て
お

り
、
工
事
中
に
河
流
に
よ
る
妨
げ
を
考
え
る
必
要
が

な
か
っ
た
と
い
う
点
も
、
ま
た
重
要
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
最
後
に
、
北
庄
橋
で
か
つ
て
徴
収
さ
れ
て
い

た
橋
賃
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
信
長
は
勝
家
に
領
国

支
配
の
「
提
条
々
」
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
第
五
条

一
、
分
固
い
づ
れ
も
諸
関
停
止
の
上
は
、

同
前
た
る
べ
き
覇
。

当
国
も
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と
見
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
は
一
切
廃
止
に
な
っ

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

北
庄
橋
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
点
を
最
後
に

ま
と
め
て
お
き
た
い
。

北
陸
道
が
足
羽
川
を
越
え
る
地
点
に
架
け
ら
れ
て

い
た
北
庄
橋
(
現
九
十
九
橋
)
は
、
か
つ
て
は
木
田

橋
・
米
橋
な
ど
と
も
称
さ
れ
た
。
史
料
上
の
初
見
は

延
徳
三
年
(
一
四
九
こ
で
、
冷
泉
為
広
は
そ
の
長

さ
を
一

O
八
聞
と
日
記
に
書
き
と
ど
め
て
い
る
、
こ

の
橋
は
朝
倉
氏
に
よ
っ
て
架
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
天
文
年
聞
の
札
銭
二

O
O
文
の
請
取
状
二
点

が
滝
谷
寺
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。
滝
谷
寺
僧
は
礼

銭
(
ま
た
は
役
銭
と
も
)
を
一
括
し
て
橋
管
理
の
代

官
に
納
入
す
る
こ
と
で
、
橋
通
過
の
都
度
に
橋
貨
を

支
払
う
繁
雑
さ
か
ら
免
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
下
っ
て
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
十
二
月
の

請
取
状
一
点
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
点
ま

で
北
庄
橋
が
存
続
し
、
ま
た
、
橋
賃
徴
収
が
継
続
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
永
禄
年
間
に
な
っ
て
、
朝
倉
義
景
は
領
圏
内

の
街
道
の
全
面
的
な
改
修
事
業
を
命
じ
た
よ
う
で
あ

泉

「
戦
国
期
の
北
庄
橋
」

る
。
ま
ず
永
禄
六
年
(
一
五
六
三
)
に
は
西
街
道
の

修
理
普
請
が
命
ぜ
ら
れ
、
測
量
器
具
が
渡
さ
れ
て
、

道
幅
全
体
で
は
一
間
半
、
そ
の
う
ち
道
路
部
分
(
い

て

ん

ば

わ
ゆ
る
天
端
)
は
必
ず
一
間
を
確
保
す
る
こ
と
、
ま
た

回
畠
の
土
を
道
路
の
盛
土
に
取
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。
続
い
て
永
禄
十
一
年
(
一

五
六
八
)
に
は
北
庄
橋
の
修
理
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
り
、
橋
管
轄
の
代
官
本
保
・
立
田
両
氏
は
用
材
確

保
の
た
め
に
神
明
神
社
に
も
そ
の
提
供
を
求
め
た
の

で
あ
る
が
、
神
明
神
社
は
前
例
が
な
い
と
し
て
免
除

を
朝
倉
義
景
に
直
訴
し
、
や
が
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
代
官
が
適
当
な
樹
木
に
木
印
を
打
ち

付
け
て
修
理
用
材
を
確
保
す
る
と
い
う
方
法
が
知
ら

れ
た
の
も
留
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

天
正
三
年
ご
五
七
五
)
に
柴
田
勝
家
が
越
前
に

入
部
す
る
と
、
彼
は
ま
ず
交
通
網
の
整
備
に
取
り
か

か
っ
た
。
北
庄
橋
は
こ
の
時
点
で
崩
落
し
て
い
た
ら

し
く
、
橋
の
再
建
資
材
は
北
半
分
を
木
材
で
、
南
半

分
を
石
材
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
材
が
使
用
さ

れ
た
の
は
、
近
く
で
勿
谷
石
と
い
う
良
質
の
石
材
を

産
出
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
河
川
敷
の
南
半
分
に
土

砂
が
堆
積
し
て
い
た
た
め
に
、
地
盤
が
強
固
で
、
か

っ
河
流
に
よ
る
妨
げ
を
心
配
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
工
事
は
天
正
四
年
(
一
五
七

六
)
五
月
に
着
工
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
二
年
後
の

天
正
六
年
(
一
五
七
八
)
に
完
成
し
た
も
の
の
ご
と

く
で
あ
る
。
そ
の
石
材
切
り
出
し
は
石
場
に
居
住
し

た
石
屋
二
一
人
に
対
し
て
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
人
数

を
割
い
て
一

O
人
は
北
庄
橋
の
石
材
切
出
し
作
業
に

従
事
し
、
残
り
一
一
人
は
北
庄
城
の
石
垣
工
事
の
現

場
で
作
業
す
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら

の
槌
の
響
き
は
、
北
庄
(
福
井
)
を
中
心
と
す
る
近

世
の
政
治
・
経
済
の
秩
序
を
建
設
す
る
音
と
開
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

2 
、王
拙
稿
寸
中
世
越
前
回
に
お
け
る
北
陸
道
L

(

『
日
本
海

地
域
史
研
究
』
第
三
輯
、
一
九
八
一
年
)
。

『
越
前
回
名
蹟
考
』
(
杉
原
丈
夫
氏
編
『
新
訂
越
前
国

名
蹟
考
』
、
松
見
文
庫
刊
)
。

第
一
図
:
・
・
葛
飾
北
斎
「
諸
国
名
橋
奇
覧
|
ゑ
ち
ぜ

ん
ふ
く
ゐ
の
橋
」
。
『
北
斎
』
(
『
浮
世
絵
大
系
』
八
、
集

英
社
)
か
ら
複
写
。

第
二
図
:
:
:
福
井
県
立
図
書
館
所
蔵
写
真
。
舟
沢
茂

樹
・
松
原
信
之
氏
共
編
『
写
真
明
治
大
正
昭
和
福
井
』

(
『
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
』
一
九
、
図
書
刊
行
会
)
か
ら
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若
越
郷
土
研
究

三
十
七
巻
三
号

42 

複
写
。

5
小
葉
田
淳
氏
寸
冷
泉
為
広
卿
の
越
後
下
向
日
記
と
越

前
の
旅
路
」
(
『
福
井
県
史
研
究
』
第
三
号
、
一
九
八
六
年
)

0

6

「
滝
川
合
寺
文
書
」
第
二
五
号
(
『
福
井
県
史
』
資
料
編

四
、
中
近
世
二
)
。

7

「
滝
谷
寺
文
書
」
第
三
五
号
。

8

寸
瓜
生
守
邦
家
文
書
」
第
三
六
号
(
『
福
井
県
史
』
資

料
編
五
、
中
近
世
一
二
)
。

9

「
西
野
次
郎
兵
衛
家
文
書
L

第
五
八
号
(
『
福
井
県
史
』

資
料
編
六
、
中
近
世
四
)
。

叩

前

注

1
拙
稿
。

日
「
滝
谷
寺
文
書
」
第
二
二
五
号
。

ロ
『
信
長
公
記
』
巻
第
八
(
奥
野
高
広
・
岩
沢
思
彦
氏

校
注
『
信
長
公
記
』
|
『
角
川
文
庫
』
二
五
四
二
o

m
「
木
戸
市
右
衛
門
家
文
書
L

第
一
号
(
『
福
井
県
史
』

資
料
編
三
、
中
近
世
二
。

日
比
本
文
書
を
掲
載
し
た
『
福
井
市
史
』
資
料
編
二
(
古

代
中
世
)
の
解
説
で
、
北
庄
城
普
請
の
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

日
杉
原
丈
夫
氏
編
『
新
訂
越
前
国
名
蹟
考
』
別
巻
六
三

三
ペ
ー
ジ
(
前
注
2
)
。

日
山
『
信
長
公
記
』
巻
第
八
。
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